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舞
鶴
版
地
方
創
生
の
先
行
的
取
り
組
み

　

市
で
は
、
こ
の
ふ
る
さ
と
舞
鶴
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
活
か
し
な
が
ら
、
子
育
て
・
教
育
・

医
療
・
福
祉
・
雇
用
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
充
実
を
図
り
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」。
第
18
回
は
、
舞
鶴
版
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、
先
行
し
て

実
施
す
る
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

舞
鶴
版
地
方
創
生
の
推
進

　
国
で
は
、平
成
26
年
11
月
28
日
に
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
施
行
。
同
年
12

月
27
日
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
今
後

の
国
全
体
に
お
け
る
地
方
創
生
の
方
向
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
に
お
い
て
示
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
内
容

は
、
ま
さ
に
本
市
が
目
指
す
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
「
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
施
策
を
総
合
戦
略
と

し
て
と
り
ま
と
め
、
今
年
度
か
ら
国
・
府
と

の
連
携
の
も
と
「
舞
鶴
版
地
方
創
生
」
を
積

極
的
に
推
し
進
め
ま
す
。

「
舞
鶴
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
策
定
を
予
定

　
市
で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

活
力
あ
る
地
域
経
済
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
地
方
創
生
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
、「
舞
鶴
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
本
年
度
早
期
に
策

定
す
る
予
定
で
す
。

　
総
合
戦
略
の
策
定
は
以
下
（
図
１
）
の
と

お
り
と
し
、
本
市
が
目
指
す
新
た
な
数
値
目

標
「
交
流
人
口
３
０
０
万
人
、
経
済
人
口
10

万
人
の
都
市
・
舞
鶴
」
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

地
域
消
費
の
喚
起
と
生
活
緊
急
支
援

　
地
域
住
民
の
生
活
緊
急
支
援
の
取
り
組
み

と
し
て
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を
発

行
し
、
地
域
消
費
の
喚
起
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
は
１
セ
ッ
ト
１
万

２
，
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
１
万
円
で
販

売
す
る
も
の
で
、
発
行
金
額
は
３
億
６
千
万

円
。
合
計
３
万
セ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
低
所
得
者
と
子
育
て
世
帯
に

は
、
１
人
当
た
り
３
，
０
０
０
円
分
の
商
品

券
を
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
商
品
券
の
利
用
を
伴
う
ご
当
地
カ

ー
ド
（
リ
ン
ク
カ
ー
ド
）
の
利
用
に
つ
い
て
、

通
常
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
の
３
倍
を
商
店

街
と
と
も
に
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

付
与
し
ま
す
。

高
齢
者
が
外
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
買
い
物
や
通
院
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
外
出
を
支
援
す
る

た
め
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
公
共

交
通
機
関
の
運
賃
を
軽
減
す
る
お
得
な
割
引

乗
車
票
を
販
売
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の

外
出
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
昨
年
度
の
試
行
を
経
て
、
本
格
実
施

す
る
も
の
で
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
や
商
店

街
な
ど
の
地
域
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
対
象
と
な
る
交
通

機
関
は
、
市
内
を
運

行
す
る
バ
ス
（
自

主
運
行
バ
ス
を
含

む
）、
京
都
丹
後
鉄

道
、
タ
ク
シ
ー
で
、

平
成
27
年
4
月
6
日

よ
り
販
売
を
開
始
。

使
用
期
限
は
平
成
29

年
3
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
販

売
内
容
は
、（
図
２
）

の
と
お
り
。

道
の
駅
を
観
光
戦
略
拠
点
に

　「
道
の
駅
」
舞
鶴
港
と
れ
と
れ
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
27
年
1
月
30
日
、
国
土
交
通
省
が

認
定
す
る
重
点
「
道
の
駅
」
候
補
（
全
国
49

か
所
／
１
，
０
４
０
か
所
中
）
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
（
写
真
２
）。

　
こ
の
海
・
港
が
望
め
る
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
活
用
し
た
さ
ら
な
る
観
光
拠
点
化
と

外
航
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
な
ど
に
よ
る
外

国
人
観
光
客
の
誘
客
を
促
進
す
る
た
め
、「
道

の
駅
」
に
「
産
地
直
販
飲
食
施
設
整
備
」「
外

国
人
観
光
案
内
お
よ
び
免
税
店
舗
カ
ウ
ン
タ

ー
整
備
」「
ト
イ
レ
の
改
修
（
※
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
）」
を
行
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観

光
案
内
機
能
の
強
化
と
観
光
誘
客
に
よ
る
経

済
波
及
効
果
の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
舞
鶴
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
策
定
を
予
定

（図２）割引乗車票の販売内容

路線バス（京都交通バス、自主運行バス）

❖市内の１乗車区間を 200 円で乗車できる乗車票

❖１冊５枚つづりを 1,000 円で販売

❖年度内に 10 冊まで購入可

京都丹後鉄道

❖西舞鶴駅～丹後神崎駅間を１乗車 200 円で乗車できる乗車票

❖１冊５枚つづりを 1,000 円で販売

❖年度内に 10 冊まで購入可

タクシー（舞鶴京都タクシー、日交タクシー、ふく福タクシー）
❖市内移動で、１乗車の運賃が 2,000 円以上の場合に利用できる
　タクシー票 2,000 円分を 1,000 円で販売

❖１冊５枚つづりを 5,000 円で販売

❖年度内に５冊まで購入可（乗り合わせの利用も可）

ビニールハウス タクシー

KTR あおまつ

ま
ち
な
か
空
き
家
再
生
に
よ
る
定
住
促
進

　
人
口
減
少
、
商
店
街
の
活
力
の
低
下
に
よ

り
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
、
市
が
指
定
す
る
居
住
誘
導
エ
リ
ア
の

空
き
家
を
購
入
も
し
く
は
賃
借
す
る
人
が
実

施
す
る
住
宅
改
修
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
（
図
３
）。
市
で
は
、
今
後
も
商
店
街
エ
リ

ア
周
辺
の
空
き
家
な
ど
へ
の
定
住
促
進
を
図

り
、
都
市
機
能
の
向
上
と
活
力
あ
る
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　
こ
の
た
び
紹
介
し
た
施
策
は
、
先
行
的
取

り
組
み
と
し
て
実
施
す
る
舞
鶴
版
地
方
創
生

の
一
部
分
で
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
足

が
か
り
と
し
て
、
目
標
の
達
成
に
向
け
た
地

方
創
生
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲舞鶴版地方創生にかける思いを述べる多々見市長（２月 20 日）

　上　：バス
　右上：京都丹後鉄道
　右下：タクシー

（写真２）「道の駅」舞鶴港とれとれセンター

Ⅰしごとをつくり、安心して
　働けるようにする

Ⅱ 新しい人の流れをつくる

Ⅲ 若い世代の結婚・出産・
　 子育ての希望をかなえる

Ⅳ 時代に合った地域をつく
　 り、安心な暮らしを守る

舞鶴を、活力ある地域にする
（経済規模の拡大）

（図１）舞鶴市のまち・ひと・しごと創生総合戦略イメージ

中心市街地に居住誘導エリアを設定

エリア内の空き家を購入もしくは
賃借して移住した場合

まちなか（商店街周辺）への定住促進

まちなかの空洞化に歯止め
まちなかの活力・機能向上

〈施策〉

〈ねらい〉

（図３）まちなか創生のイメージ

舞鶴に、留まる・帰ってくる・
入ってくる（人口の社会減の抑制）

舞鶴で、出会い・産み・育てる
（人口の自然減の抑制）

「交流人口300万人
 経済人口 10 万人」
 を目指します

４つの基本目標施策を投入することで期待される効果

（写真１）割引乗車票

まちの活力を維持・拡大させ
る新たな人口フレーム目標

住宅改修
への助成

※
訪
日
外
国
人
旅
行
者
へ
の
対
応
の
こ
と


